
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

  
１．自然農法の実践 
 
  ①学校圃場 

➢ 1～2年生は、マイガーデン（個別のミニガーデン）方式で夏野菜を中心とした作物を育て、

自家採種を行った。 

➢ 3年生は、水田でもち米、大圃場で、大豆を育てた。 

➢ 4年生は小豆を栽培した。 

      
②校内圃場 

➢ 男子寮畑 レタス・スイカ・大豆・小豆・サツマイモ 

➢ 女子寮畑 スイカ・きゅうり・オクラ・シソ 

 

 

 

 
 

 
  ★新たに開墾した土地でシソを育て、シソジュース作りに 

挑戦した。夏の飲み物として、またかき氷のシロップと 

してとても好評だった。 

  ★学校圃場（水田）で育てたもち米を使用し、3月に餅つき 

大会を実施予定。 

    

活動テーマ 

令和４年度 

エコ・スクール活動報告書 

実践事例について 

本校では総合的な学習の時間を中心に学校圃場で自然農法を実施している。昨年度は校内でもきゅ

うりやオクラを育てたが、今年度は校内圃場を拡大し、男子寮女子寮でそれぞれ作物を育てた。また、全

寮制の本校において大量に出るゴミについて、その対策を考えることにした。特に捨てられる衣類が多

いため、ゴミの減量化に向けて衣類を分別し、リサイクル店へ持ち込むとともに聞き取り調査を行った。

また、生徒へのアンケート調査を実施し、それらの内容についてまとめ、12 月の学習発表会で全校生徒

に向けて発信した。 

「 エコな暮らしに取り組もう」 

MIHO美学院中等教育学校 



 
２．エコ活動への取り組み 
   

①節電・節水日 
➢ 不要な電気を消す、コンセントを差したままにしない、水を流しっ放しにしない、 

などの呼びかけ、ポスター作成。 

➢ 月に 1回節電・節水日を設け、節電や節水についての意識向上に努めた。 

  

   ➁ゴミの減量・分別 

➢ 分別ゴミ箱を新たに設置し、ゴミの分け方について掲示した。 

➢ 大量に出る廃棄衣類について、寮内でのリサイクルだけでなく、リサイクル店への持ち込み、

聞き取り調査、生徒へのアンケート調査を行った。 

➢ 聞き取った内容やアンケートについてまとめ、学習発表会の場で全体に向けて発信した。 

  
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
  ★ゴミとして捨てられる衣類から、ファストファッシ 

 ョンについて学ぶ機会をもち、リサイクルの現状な 

ども知ることができた。 

 
 
 
３．今後の展望と課題 
 
  ①自然農法 

➢ 農作物の利用に関して具体的な目標を設け、作付けから計画したい。 

   
②エコ活動 
➢ 古紙や衣類は大量廃棄されるので、リサイクルの取り組みを進めるとともに、分別した 

ゴミに関しては、その後の処理についても学ぶ機会をもちたい。 

➢ フードロスについても考えていきたい。 
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